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各
会
計
の
決
算
書
並
び
に
付
属

書
類
は
計
数
が
正
確
で
事
務
も
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
た
。

財
政
健
全
化
審
査
に
お
け
る
健

全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率

は
適
正
に
算
定
さ
れ
て
お
り
、
政

令
で
定
め
ら
れ
た
基
準
値
を
下
回

り
良
好
と
認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
国
か
ら
の
税
源
移
譲
に

よ
り
税
の
規
模
自
体
が
拡
大
し
た

影
響
が
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
る

も
の
の
、
歳
入
に
お
い
て
、
町
税

及
び
国
保
税
、
水
道
使
用
料
等
の

収
入
未
済
額
が
年
々
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
収
納
率
向
上
に
一
層

努
め
ら
れ
た
い
。
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一 般 会 計 14,064,065,398 13,900,531,470 163,533,928

国民健康保険事業特別会計 2,903,441,589 2,812,686,147 90,755,442

老 人 保 健 特 別 会 計 244,245,189 243,961,891 283,298

後期高齢者医療特別会計 133,263,020 132,085,437 1,177,583

介 護 保 険 特 別 会 計 1,919,265,059 1,862,760,814 56,504,245

介護サービス事業特別会計 27,505,424 27,127,619 377,805

農業集落排水事業特別会計 87,592,315 86,943,959 648,356

公共下水道事業特別会計 818,726,341 815,025,714 3,700,627

簡易水道事業特別会計 247,741,448 246,826,517 914,931

上水道事業会計(消費税は除く) 153,435,014 168,292,074 △ 14,857,060

#$%&'() �	
��


������ !"�#$% !"&�$% '(���)*

① 実 質 赤 字 比 率 － － 14.27

② 連結実質赤字比率 － － 19.27

③ 実 質 公 債 費 比 率 14.3 13.90 25.00

④ 将 来 負 担 比 率 168.3 146.30 350.00

※①実質赤字比率と､ ②連結実質赤字比率は黒字のため－で表示

*+,-

. / 0 1

+ , -

2 3 4 5
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ふ る さ と 創 生 人 材 育 成 基 金 41,337 21,509 △ 19,828
ス ポ ー ツ セ ン タ ー 管 理 基 金 47,472 16,997 △ 30,475
ふるさと水と土保全対策基金 5,204 3,816 △ 1,388
財 政 調 整 基 金 955,179 1,206,315 251,136
減 債 基 金 201,270 301,753 100,483
公 共 施 設 等 整 備 基 金 15,756 14,823 △ 933
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 1,738 1,744 6
地 域 福 祉 基 金 47,785 37,785 △ 10,000
国 保 財 政 調 整 基 金 88,592 137,997 49,405
介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 121,650 145,458 23,808
下 水 道 事 業 債 償 還 基 金 25,018 26,113 1,095
交 通 遺 児 基 金 61 61 0
学 校 林 売 払 基 金 3,279 3,291 12
合 併 振 興 基 金 1,210,101 1,214,257 4,156
妊 婦 健 康 診 査 事 業 基 金 30,000 26,258 △ 3,742
幼 児 医 療 費 助 成 事 業 費 基 金 23,046 19,480 △ 3,566
小 学 生 医 療 費 助 成 事 業 基 金 0 12,758 12,758
消 防 施 設 整 備 基 金 0 12,725 12,725
ふ る さ と 再 生 基 金 0 450 450
土 地 開 発 基 金 1,609 1,615 6
奨 学 資 金 貸 付 基 金 29,912 39,759 9,847
高 額 療 養 費 貸 付 基 金 5,000 5,000 0
肉用繁殖牛集団特別導入事業基金 3,214 1,739 △ 1,475
肉用繁殖牛特別導入事業基金 2,693 599 △ 2,094
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一 般 会 計 14,030,228 15,336,993 1,306,765
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 882,267 871,125 △ 11,142
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4,327,945 4,456,488 128,543
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1,329,344 1,309,627 △ 19,717
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・
予
算
の
総
額
に
27
億
７
０
２
０

万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
３
０
億
８
７
８
５
万
１
千
円

と
す
る
。
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`・
予
算
の
総
額
に
２
２
８
６
万
１

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
28
億

９
０
５
９
万
３
千
円
と
す
る
。
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・
予
算
の
総
額
に
１
１
７
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
４

４
７
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万
３
千
円
と
す
る
。
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・
予
算
の
総
額
に
５
７
７
３
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
20
億
２
０

５
万
７
千
円
と
す
る
。
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予
算
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総
額
に
16
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
９
８
７
万

８
千
円
と
す
る
。
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に
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万
１
千
円
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追
加
し
、
総
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を
８
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万
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算
の
総
額
か
ら
６
７
０
万
９

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
７
億

８
７
７
４
万
５
千
円
と
す
る
。
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・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間
が
週

38
時
間
45
分
に
改
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
勤
務
時
間
等
に
関

し
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
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青
森
県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成

事
業
実
施
要
領
の
改
正
に
伴
い

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
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と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
事
業
実
施
要
領
の
改
正

に
伴
い
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
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青
森
県
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
事
業
実
施
要
領
の
改
正

に
伴
い
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
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・
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

(

平
成
21
年
法
律
第
９

号)
の
施
行
に
伴
い
、
東
北
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
を
す
る
も
の
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・
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
東
北
町
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

(

平
成
21
年
10
月
か
ら
平
成
23

年
３
月
ま
で
の
間
に
出
産
し
た

と
き
に
支
給
す
る
出
産
育
児
一

時
金
を
38
万
円
か
ら
42
万
円
と

す
る)

を
す
る
も
の
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・
午
後
５
時
以
降
の
研
修
室
、
多

目
的
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
貸

出
し
を
廃
止�
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・
こ
れ
ま
で
、
午
後
４
時
ま
で
貸

出
し
し
て
い
た
教
養
娯
楽
室
と

集
会
室
の
使
用
料
を
見
直
し
、

午
後
９
時
ま
で
貸
出
し
す
る
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暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
公

布
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
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・
予
算
の
総
額
に
４
０
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
０
３
億
１

０
１
４
万
４
千
円
と
す
る
。
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・
予
算
の
総
額
に
７
５
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
０
３
億
１

７
６
４
万
４
千
円
と
す
る
。
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・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

係
る
予
算
執
行
に
緊
急
を
要
し

た
た
め
専
決
処
分
し
た
も
の
で

あ
る
。
予
算
の
総
額
に
４
２
２

３
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
３
１
億
３
０
０
８
万
９
千

円
と
す
る
。�
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・
蓼
内
・
根
前
線
Ｐ
１
橋
脚
・
Ａ

２
橋
台
工
事
に
つ
い
て
請
負
契

約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
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８
月
11
日
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

８
月
17
日
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

�
	
�
�
�
�
�
�

10
月
29
日
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
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８
月
11
日
の
全
員
協
議
会
に
お

い
て
見
直
し
案
を
説
明
し
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
収
支
は
毎
年
赤

字
の
７
６
４
万
円
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
将
来
町
民
に
対
し
財
政
的

に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
町
長
は
、
公
共
的
施

設
と
受
け
と
め
て
い
る
の
で
収
支

は
考
え
て
い
な
い
と
発
言
し
て
い

ま
す
が
、
総
務
省
で
は
採
算
性
に

問
題
が
あ
れ
ば
、
廃
止
な
ど
根
本

的
な
処
理
を
す
る
よ
う
に
各
自
治

体
に
通
知
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
収
支
に
つ
い
て

見
直
す
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
も
公
共
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
、
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
利
用
料
に
つ
い

て
は
、
他
の
公
共
施
設
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
町
民
プ
ー
ル
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
町
民
文
化
セ

ン
タ
ー
の
料
金
等
を
参
考
に
試
算

し
て
、
先
般
ご
説
明
申
し
上
げ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
財
政
面
、
民
営
施
設
と
の
競
合
、

直
営
施
設
と
し
て
の
職
員
の
配
置

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
、
視
点

か
ら
検
討
を
加
え
て
決
定
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
前
の

設
計
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
に

千
葉
県
袖
ケ
浦
健
康
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
そ
の
後
議

会
の
意
見
を
受
け
入
れ
、
さ
ら
に

変
更
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
合
併

後
４
年
間
か
け
て
、
議
会
に
お
い

て
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
見

直
し
案
は
８
月
11
日
に
全
員
協
議

会
に
お
い
て
説
明
が
あ
っ
た
だ
け

で
あ
り
ま
す
。
町
民
へ
の
説
明
も

な
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
町
長
は
実
施
設
計
の
見
直

し
案
が
審
議
さ
れ
尽
く
さ
れ
た
と

受
け
と
め
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

こ
の
一
部
見
直
し
案
に
つ
い
て

は
、
前
段
で
も
申
し
上
げ
た
と
お

り
、
８
月
６
日
の
産
業
建
設
常
任

委
員
会
、
８
月
11
日
の
議
会
全
員

協
議
会
、
８
月
17
日
の
議
会
臨
時

会
な
ど
、
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
説

明
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
議
会

各
位
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
成
案
に
向
け
て
努
力
し
て
ま

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
施
設
活
用
に
向
け
た
ご

協
議
は
当
然
お
願
い
す
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長
は
何
度
と
な
く
、
健
康
増

進
、
健
康
維
持
が
図
ら
れ
る
施
設

と
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
初
計

画
の
健
康
増
進
の
メ
イ
ン
で
あ
っ

た
流
水
プ
ー
ル
を
大
幅
に
縮
小
し
、

ま
た
、
若
者
た
ち
の
体
力
増
強
が

図
ら
れ
る
場
で
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
を
な
く
し
ま
し
た
。
ど
の
ス

ペ
ー
ス
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
健

康
増
進
や
健
康
維
持
を
図
っ
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
入
浴
ス
ペ
ー
ス
が

当
初
の
29
％
に
縮
小
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
施
設
は
災
害
時
の
避

難
所
、
指
揮
拠
点
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
一
度
に
何
人
が
利
用
可
能

な
の
か
。
ま
た
災
害
時
に
は
救
助

隊
や
避
難
者
の
入
浴
に
対
応
で
き

る
の
か
、
お
答
え
を
お
願
い
し
ま

す
。１

番
目
と
し
て
プ
ー
ル
ゾ
ー
ン

で
は
可
動
式
プ
ー
ル
の
利
点
を
生

か
し
た
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
大
人
な
ど
、
各
年
代
に
よ
る

水
泳
教
室
や
各
種
大
会
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
水
泳
な
ど
、
コ
ー

ス
ロ
ー
プ
を
外
し
て
ア
ク
ア
ビ
ク

ス
、
妊
婦
の
た
め
の
水
中
運
動
な

ど
、
水
の
流
れ
を
使
っ
た
歩
行
訓

練
、
体
力
づ
く
り
な
ど
、
２
番
目

と
し
て
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
で
は
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ヨ
ガ
、
ボ
ク
サ

サ
イ
ズ
な
ど
、
年
齢
に
応
じ
た
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
で
あ
り
ま
す
。
３
番

目
と
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ゾ
ー

ン
で
は
、
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
、
エ
ア

ロ
バ
イ
ク
を
配
し
て
、
マ
シ
ン
を

使
っ
た
運
動
な
ど
考
え
て
お
り
ま

す
。
４
番
目
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
は
、
通
訳
の
控
室
、
保
健
師
、

栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
、
健
康

教
室
の
開
催
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま

な
活
用
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今

後
関
係
者
、
関
係
機
関
と
十
分
な

活
用
方
策
に
つ
い
て
ご
協
議
申
し

上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

浴
室
、
浴
槽
の
規
模
に
つ
い
て

は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
同
規
模
で
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
男
女

そ
れ
ぞ
れ
浴
槽
に
つ
い
て
は
１
５

人
、
シ
ャ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
７
人
、

サ
ウ
ナ
に
つ
い
て
は
５
〜
６
人
が

同
時
に
利
用
可
能
な
規
模
で
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

さ
き
に
述
べ
た
浴
室
の
ほ
か
、
プ
ー

ル
内
に
あ
る
シ
ャ
ワ
ー
室
も
利
用

可
能
で
あ
り
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
５

人
が
同
時
に
利
用
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
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見
直
し
案
で
は
、
可
動
式
温
水

プ
ー
ル
が
主
体
と
な
り
ま
し
た
。

見
直
し
前
は
プ
ー
ル
の
利
用
者
を

９
万
２
千
人
と
見
て
い
ま
し
た
が

11
万
２
７
０
０
人
に
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
利
用
率

を
３
万
３
８
１
０
人
と
試
算
し
て

い
る
が
、
私
は
無
理
な
試
算
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
試
算
の
根

拠
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
、
25
メ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
可

動
式
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
各

種
大
会
の
開
催
、
プ
ー
ル
を
使
っ

た
日
米
親
善
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
温
水
プ
ー

ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
じ

た
利
用
が
可
能
で
あ
る
等
か
ら
試

算
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
町
の
町
づ
く
り
は
各
地
区
、

地
域
の
町
民
の
声
を
的
確
に
聞
き
、

実
効
性
を
高
め
て
い
っ
て
こ
そ
新

東
北
町
の
躍
進
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
旧
両
町
で
は
、
行
政
座

談
会
等
の
中
で
意
見
、
要
望
、
要

請
を
受
け
て
き
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

18
年
に
こ
れ
ら
を
冊
子
に
ま
と
め
、

地
域
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
あ
り

ま
す
。
町
長
は
、
こ
の
計
画
の
方

針
、
内
容
、
実
効
性
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
て
い
る
の
か
、
今
後

も
継
続
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
の
進
捗
状
況
と
見

直
し
さ
れ
た
件
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い

示
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
づ
く
り
は
、
１
次
産
業
、
商

工
業
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
し

て
芸
能
、
観
光
、
健
康
、
福
祉
、

医
療
、
年
金
、
各
分
野
の
振
興
を

図
り
な
が
ら
、
弱
者
に
も
配
慮
し
、

公
平
、
公
正
な
住
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
図
る
こ
と
が
私
は
行
政
の
役

割
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
基
本
認
識
の
も
と
、
町

民
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る
た
め
、

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
緊

急
性
や
重
要
性
を
見
き
わ
め
、
計

画
の
実
効
性
を
高
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

今
後
と
も
地
域
ミ
ニ
計
画
は
継
続

し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

計
画
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

は
平
成
18
年
１
月
に
作
成
し
た
時

点
で
、
環
境
整
備
計
画
分
３
６
７

件
、
行
事
等
計
画
分
１
２
８
件
、

合
計
４
９
５
件
で
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
20
年
度
ま
で
の
追
加
分
を

加
え
る
と
、
環
境
整
備
計
画
分
４

７
８
件
、
行
事
計
画
分
１
３
０
件
、

合
計
で
６
０
８
件
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
環
境
整
備

計
画
の
進
捗
状
況
は
21
年
９
月
１

日
現
在
で
整
備
済
み
は
１
２
０
件
、

率
に
し
て
25
％
と
な
っ
て
お
り
、

着
手
後
、
継
続
件
数
１
９
５
件
を

加
え
る
と
３
４
５
件
と
な
り
、
率

に
し
て
66
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

(

仮
称)

交
流
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
は
、
町
直
轄
で
運
営
と
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
㈱
お
が

わ
ら
湖
に
委
託
、
ま
た
は
入
札
に

よ
り
民
間
に
委
託
、
こ
の
３
通
り

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
中
で
、

㈱
お
が
わ
ら
湖
に
委
託
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
道
の
駅
や
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
と
の
連
結
の
収
支
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
の
構
想
を

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
公
共
施
設
の
一

つ
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
直
営
管
理
を
基
本
に
運
営

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
管

理
者
に
つ
い
て
は
、
関
係
課
長
の

兼
務
を
予
定
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
や
清
掃
員
な
ど
は
㈱
お
が
わ

ら
湖
の
人
材
派
遣
を
想
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
通
常
の

利
用
は
こ
の
職
員
で
管
理
運
営
を

行
い
、
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
特
別
な
催
し
が
あ
る
場
合
は
関

係
課
及
び
関
係
機
関
、
団
体
と
共

同
で
事
業
実
施
を
図
る
な
ど
、
施

設
利
用
の
拡
大
と
運
営
経
費
の
節

減
を
図
り
な
が
ら
、
適
正
な
管
理

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

我
が
町
は
住
み
や
す
い
町
な
の

か
、
ひ
と
り
親
の
割
合
が
青
森
県

の
中
で
は
非
常
に
高
い
ほ
う
だ
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
核
家
族
化
が

進
む
中
、
急
な
催
事
や
仕
事
、
学

級
閉
鎖
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
に
見

て
く
れ
る
お
年
寄
り
が
い
な
い
家

庭
は
、
ど
う
し
て
も
仕
事
を
休
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

管
理
運
営
に
も
か
か
わ
り
ま
す
が
、

我
が
町
に
は
保
育
士
の
資
格
を
持
っ

て
い
る
職
員
が
多
数
い
ま
す
。
こ

の
方
々
の
特
技
を
生
か
せ
れ
ば
、

我
が
町
の
町
民
が
安
心
し
て
働
け

る
よ
う
な
施
設
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
お
考
え

を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
時
間
と

休
館
日
の
構
想
は
ど
う
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

交
流
ホ
ー
ル
内
に
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
有
料
一
時
保

育
に
つ
い
て
は
、
我
が
町
に
は
保

育
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
職
員
の

定
員
の
管
理
や
職
員
の
減
数
等
々
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を
検
討
し
な
が

ら
、
対
応
に
つ
い
て
今
後
詰
め
て
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い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

運
営
時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10

時
か
ら
20
時
ま
で
、
日
数
は
月
25

日
と
い
う
こ
と
で
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

本
年
６
月
の
文
部
科
学
省
の
報

道
発
表
に
よ
り
、
安
全
、
安
心
で

環
境
に
優
し
い
学
校
づ
く
り
の
た

め
、
耐
震
化
、
エ
コ
化
、
情
報
化

を
推
進
す
る
よ
う
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
文
部
科
学
省
で
は
、
各
学
校

に
太
陽
光
発
電
や
電
子
黒
板
な
ど

の
導
入
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、

我
が
町
で
の
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
構
想
に
お
け
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

我
が
町
で
は
平
成
21
年
２
月
に

策
定
し
た
東
北
町
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
、
町
有
バ
ス
な
ど
に
家
庭

や
事
業
所
か
ら
改
修
し
た
廃
食
用

油
を
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
し
燃
料
と
し
て
利

用
す
る
、
あ
る
い
は
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
が
利
用
す
る
学
校
施
設

に
太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
利
用
機

器
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し

た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
環

境
に
配
慮
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
将

来
的
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
４
月
に
政
府
が
経
済
危

機
対
策
を
ま
と
め
、
そ
の
中
で
文

科
省
が
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
構
想
を
提
唱
し
ま
し
た
。
少
な

い
町
の
持
ち
出
し
で
多
く
の
整
備

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
電
子

黒
板
機
能
つ
き
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

を
小
中
学
校
の
全
教
室
に
配
置
、

児
童
生
徒
の
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
も

全
部
更
新
、
ま
た
、
現
在
教
職
員

は
自
己
負
担
で
パ
ソ
コ
ン
等
を
購

入
し
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

す
べ
て
町
で
購
入
す
る
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
理
科
教
育

設
備
も
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

町
営
施
設
の
経
費
削
減
及
び
環

境
対
策
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま

す
。
現
在
の
我
が
町
の
施
設
及
び

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
及
び
電
子
ブ

レ
ー
カ
ー
の
導
入
予
定
は
あ
る
の

か
ど
う
か
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
今
現
在
設
計
中
の
交
流

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
ご
答
弁

の
ほ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
で
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

対
策
の
一
環
と
し
て
、
２
年
後
を

目
途
に
白
熱
電
球
の
生
産
中
止
を

発
表
し
て
い
る
た
め
、
今
後
町
で

も
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

は
費
用
対
効
果
も
含
め
検
討
事
項

と
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、

実
際
の
電
気
の
使
用
状
況
を
も
と

に
、
基
本
料
金
の
契
約
を
変
更
す

れ
ば
基
本
料
金
が
大
幅
に
下
げ
ら

れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
ま

す
が
、
役
場
及
び
一
部
公
共
機
関

に
つ
い
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
接

続
さ
れ
て
い
る
た
め
、
不
慮
の
事

故
等
に
よ
る
長
時
間
の
停
電
に
よ

り
、
情
報
資
源
を
失
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
た
め
、
今
の
時
点

で
は
導
入
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
の
改
善
状

況
、
他
自
治
体
の
導
入
状
況
を
参

考
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
の
約
４
割
は
年
収

２
０
０
万
円
未
満
、
５
人
に
１
人

は
月
収
１
万
５
千
円
以
下
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

方
々
が
年
を
重
ね
る
ご
と
に
要
介

護
度
が
高
く
な
り
、
必
要
と
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、

よ
り
重
い
利
用
料
の
負
担
を
し
な

け
れ
ば
介
護
度
に
見
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状

態
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
重
い
介

護
保
険
料
を
取
ら
れ
続
け
た
上
に
、

利
用
す
る
際
に
は
利
用
料
の
負
担

と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
待
っ
て

い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
町
と
し

て
、
介
護
保
険
の
利
用
料
に
つ
い

て
軽
減
策
を
設
け
て
い
く
考
え
は

な
い
の
か
、
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
紙
お
む
つ
な
ど
介
護
用

品
の
支
給
制
度
や
助
成
制
度
な
ど
、

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
部

分
の
負
担
軽
減
策
を
と
る
こ
と
で

介
護
に
か
か
わ
る
負
担
を
和
ら
げ

る
対
策
を
と
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
介
護
に

必
要
と
さ
れ
る
お
む
つ
な
ど
の
購

入
な
ど
に
つ
い
て
、
支
給
や
助
成

の
制
度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
の

か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。介

護
保
険
制
度
で
は
低
所
得
者

等
へ
の
配
慮
と
し
て
、
１
割
の
利

用
者
負
担
が
一
定
額
を
上
回
っ
た

場
合
に
は
、
利
用
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
支
給
を
実
施
し
、
限
度
額
を

超
え
た
分
を
利
用
者
に
払
い
戻
す

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
介
護

保
険
施
設
の
利
用
者
の
食
費
や
居

住
費
に
つ
い
て
も
、
低
所
得
者
に

配
慮
し
て
食
費
等
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
支
給
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
特
定
入
所
者

サ
ー
ビ
ス
を
合
わ
せ
て
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
介
護
の

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
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で
あ
り
ま
す
。
町
独
自
に
単
独
で

利
用
料
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
制
度
上
制
約
が
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
介
護
保
険
の
地
域

支
援
事
業
の
任
意
事
業
の
中
で
、

介
護
者
を
現
に
介
護
し
て
い
る
家

族
の
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
介
護
用
品
支
給
事
業
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
非
課
税

世
帯
の
在
宅
者
で
、
要
介
護
度
４

以
上
の
方
で
、
主
に
寝
た
き
り
で
、

ト
イ
レ
に
行
け
な
い
状
態
の
人
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
、
年
間
７

万
５
千
円
を
上
限
と
し
て
紙
お
む

つ
等
の
購
入
に
対
す
る
助
成
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
紙
お
む

つ
代
等
も
利
用
料
に
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
家
族
等
が
負
担
す
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
介
護
用
品
支
給
事
業
の

利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
広

報
や
介
護
認
定
の
申
請
、
更
新
時
、

あ
る
い
は
調
査
員
等
に
よ
り
周
知
、

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
の

範
囲
を
要
介
護
度
３
の
方
ま
で
拡

大
す
る
方
向
で
県
と
も
協
議
中
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
実
施
す
る
方
向
で
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

第
一
小
学
校
と
小
川
原
小
学
校

の
プ
ー
ル
が
使
用
中
止
と
な
っ
て

３
年
が
た
ち
ま
し
た
。
先
月
、
産

経
新
聞
が
泳
げ
な
い
子
が
ふ
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
記

事
を
載
せ
て
い
ま
し
た
。
学
校
の

先
生
か
ら
は
、
学
校
の
わ
ず
か
な

水
泳
の
授
業
時
間
で
は
泳
げ
る
子

を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
す
。
子
供
が
泳
ぎ
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
は
、
身
近
に
泳
ぐ
こ
と
を
体

験
で
き
る
環
境
が
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
小

川
原
湖
と
い
う
湖
と
と
も
に
生
き

る
我
が
町
の
子
供
た
ち
が
泳
ぎ
を

身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
プ
ー
ル

は
、
バ
ス
に
乗
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
屋
根
つ
き
の
温
水
プ
ー
ル
で

は
な
く
、
子
供
た
ち
が
遊
び
に
出

か
け
ら
れ
る
地
域
の
中
に
あ
る
身

近
な
プ
ー
ル
で
す
。
第
一
小
、
小

川
原
小
の
学
校
プ
ー
ル
を
再
び
使

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。
町
と
し
て
の
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

第
一
小
学
校
、
小
川
原
小
学
校

と
も
建
築
後
39
年
か
ら
44
年
と
老

朽
化
が
著
し
く
、
平
成
19
年
度
当

初
の
点
検
に
よ
り
、
両
校
と
も
ろ

過
器
が
故
障
し
、
そ
の
交
換
及
び

給
排
水
管
等
の
修
繕
に
２
５
０
０

万
円
か
ら
３
０
０
０
万
円
程
度
の

費
用
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
か

ら
、
利
用
日
数
や
財
政
事
情
を
検

討
し
た
結
果
、
使
用
を
中
止
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
代

替
措
置
と
し
て
、
ろ
過
器
の
交
換

を
必
要
と
し
な
い
上
北
小
学
校
の

プ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
学
校
、
そ
し
て
保
護
者
と
相

談
し
、
子
供
た
ち
を
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
送
迎
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
後
地
域
の
子
供
た
ち
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
対
応
で
き
な
い
か
と

の
ご
質
問
で
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
の
送
迎
は
時
間
的
制
約
や
他

校
の
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
い
う

意
識
、
感
覚
で
は
若
干
の
不
便
を

感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
利
用
の

期
間
や
財
政
事
情
を
ご
賢
察
い
た

だ
き
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
は
昨
年
も
２
年
間
の
利
用
状

況
を
踏
ま
え
て
、
中
止
と
な
っ
て

い
る
２
つ
の
プ
ー
ル
の
利
用
再
開

を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

町
側
は
、
２
年
間
、
第
一
小
学
校
、

小
川
原
小
学
区
か
ら
上
北
小
プ
ー

ル
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

こ
と
を
認
め
て
、
次
年
度
に
向
け

て
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
約

束
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
年
度
は
利
用
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
送
迎
バ
ス
の
配
車
ま
で

も
取
り
や
め
て
、
何
の
対
応
策
も

と
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
い
。

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
初
年

度
、
19
年
度
は
そ
れ
な
り
の
利
用

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
20
年
度
は

全
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

方
的
に
打
ち
切
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
今
年
も
学
校
、
保
護
者
等
と

相
談
し
、
子
供
た
ち
も
夏
休
み
期

間
中
は
勉
強
会
や
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
等
々
の
練
習
で
、
な
か
な
か

プ
ー
ル
を
利
用
し
な
い
と
い
う
相

談
結
果
を
踏
ま
え
て
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
を
や
め
た
と
い
う
経

緯
で
あ
り
ま
す
。

斗
賀
町
長
は
、
８
月
11
日
の
議

会
全
員
協
議
会
に
、(

仮
称)

小

川
原
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し

案
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

説
明
に
よ
る
と
、
新
し
い
計
画
案

で
は
建
設
目
的
が
町
民
の
健
康
増

進
の
た
め
の
施
設
と
さ
れ
、
利
用

見
込
み
も
当
初
の
案
か
ら
３
割
減

の
16
万
１
千
人
と
し
、
収
支
は
黒

字
に
な
ら
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
施
設
の
内
容
に
つ
い

て
も
、
見
直
し
前
の
計
画
で
は
主

に
１
階
は
流
水
プ
ー
ル
を
中
心
に

し
た
も
の
で
、
２
階
全
体
が
温
泉

浴
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
見

直
し
案
で
は
主
に
１
階
は
25
ｍ
、

７
レ
ー
ン
の
競
泳
プ
ー
ル
で
、
２

階
に
は
調
理
体
験
、
英
会
話
、
陶

芸
な
ど
の
体
験
ル
ー
ム
の
ス
ペ
ー

ス
が
と
ら
れ
、
大
幅
に
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
が
最
も

不
安
に
思
っ
て
い
る
大
型
公
共
施

設
の
建
設
に
よ
る
財
政
へ
の
負
担

を
あ
え
て
度
外
視
し
て
押
し
切
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
重
大

で
す
。
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こ
の
見
直
し
案
を
町
民
に
示
し
て

判
断
を
仰
ぐ
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。
町
民
座
談
会
を
設
け
る

な
ど
、
事
業
の
見
直
し
案
に
つ
い

て
町
民
の
意
見
を
聞
く
場
を
持
つ

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
町
長
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
３
月
の
公
開
討
論
会
等
に
お

い
て
も
、
交
流
セ
ン
タ
ー
の
温
泉

の
併
設
に
つ
い
て
町
に
た
く
さ
ん

あ
る
温
泉
施
設
を
活
用
す
べ
き
、

民
業
を
圧
迫
し
て
は
な
ら
な
い
と

訴
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
民

営
の
浴
場
施
設
の
経
営
を
圧
迫
し

な
い
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
浴
場
に
つ
い
て

は
、
規
模
を
縮
小
し
、
施
設
利
用

者
の
利
用
、
ま
た
防
災
機
能
を
具

備
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
等
を
考

慮
し
て
、
必
要
最
小
限
に
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
見
直
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
町
内
に
同
様
の
施
設
が
既
に

北
総
合
運
動
公
園
に
整
備
済
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
の
利
用
可
能
で
補
助
採
択
の

要
件
で
あ
る
国
際
文
化
交
流
を
促

進
す
る
た
め
の
体
育
施
設
、
ま
た

は
教
養
文
化
施
設
に
合
致
し
、
日

米
交
流
に
寄
与
で
き
る
形
で
の
整

備
を
考
慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
一
部
変
更
と
し
た

計
画
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画
と

大
き
な
差
異
は
な
く
、
ま
た
利
用

形
態
も
大
き
く
変
更
し
た
も
の
で

は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
民
へ
の
説

明
、
周
知
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
機
会
あ
る
ご

と
に
説
明
、
周
知
の
徹
底
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。私

は
変
更
前
の
計
画
が
年
間
２

３
万
人
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
た

こ
と
は
過
大
な
見
込
み
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
度
の
案
で
計
画
が
変
更
さ

れ
て
集
客
力
の
あ
る
温
泉
浴
場
が

大
幅
縮
小
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
年
間
16
万
１
千
人
の
利

用
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
も
全
く

の
何
の
根
拠
も
持
た
な
い
。
例
え

ば
三
沢
市
の
市
民
プ
ー
ル
も
屋
内

温
水
プ
ー
ル
で
す
が
年
間
２
万
２

千
人
程
度
の
利
用
で
す
。
町
で
計

画
し
て
い
る
プ
ー
ル
の
利
用
は
11

万
人
強
で
あ
り
、
計
画
の
中
身
自

体
が
ず
さ
ん
な
も
の
だ
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

事
を
せ
い
て
禍
根
を
残
す
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
の

(

仮
称)

小
川
原
湖
交
流

セ
ン
タ
ー
の
計
画
は
白
紙
に
戻
し
、

町
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
町
に
必
要
な
施
設
に
つ
い

て
１
か
ら
考
え
直
す
つ
も
り
は
な

い
の
か
、
町
長
の
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

町
政
は
継
続
性
も
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
国
か

ら
補
助
金
も
受
け
て
い
る
関
係
か

ら
白
紙
撤
回
す
る
と
い
う
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
維
持
管
理
費
に
つ

い
て
も
、
公
共
施
設
の
一
つ
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
か
ら
、
多
少
の

町
費
負
担
は
い
た
し
方
な
い
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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７
月
８
日

８
月
３
日

８
月
27
日

�
�

�

①
東
北
町
職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

①
本
庁
舎
車
庫
新
築
工
事
に
つ
い
て

②
本
庁
舎
駐
車
場
拡
張
工
事
に
つ
い
て

③
分
庁
舎
駐
車
場
舗
装
工
事
に
つ
い
て

④
公
共
施
設
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
策
事
業
に
つ
い
て

⑤
公
用
車
購
入
に
つ
い
て

⑥
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
に
つ
い
て

①
請
願
第
１
号

所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め

る
請
願
に
つ
い
て

②
９
月
議
会
提
出
案
件

(

補
正
予
算
・
単
行
議
案)

の
概
要
に
つ
い
て

③
そ
の
他

�
	


�
�



�
'
�
(
)
"
#
$
%
&

７
月
21
日

８
月
６
日

８
月
26
日

�
�

�

①
㈱
お
が
わ
ら
湖

｢

道
の
駅｣

の
修
繕
に
つ
い
て

(

現
地
調
査)

①
健
康
な
土
づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い
て

②
東
北
町
地
域
農
林
水
産
物
消
費
宣
伝
促
進
事
業
に

つ
い
て

③
ふ
れ
あ
い
村
コ
テ
ー
ジ
補
修
事
業
に
つ
い
て

④(

仮
称)

小
川
原
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
の
一
部
見
直
し

に
つ
い
て

①
９
月
議
会
提
出
案
件

(

補
正
予
算
・
単
行
議
案)

の
概
要
に
つ
い
て

②
そ
の
他

�
	


�
�





教
育
民
生
常
任
委
員
会
と
の
合

同
委
員
会
を
開
催
し
、
総
務
課
長

及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
、

懲
戒
処
分
に
至
っ
た
経
緯
・
経
過

並
び
に
処
分
の
種
類
及
び
程
度
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

６
月
22
日
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

長
の
と
こ
ろ
に
情
報
が
入
り
、
副

参
事
と
26
日
に
か
け
本
人
か
ら
聞

き
取
り
調
査
及
び
通
帳
の
確
認
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
県
民
駅
伝
競

走
大
会
実
行
委
員
会
の
通
帳
か
ら
、

平
成
21
年
４
月
24
日
と
５
月
29
日

の
２
度
に
わ
た
り
１
２
０
、０
０

０
円
を
、
わ
か
さ
ぎ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
の
通
帳
か
ら
、
平

成
21
年
４
月
16
日
と
５
月
18
日
の

２
度
に
わ
た
り
３
２
５
、７
０
０

円
を
引
き
落
と
し
、
借
金
等
へ
の

返
済
に
充
て
て
い
た
こ
と
が
発
覚

し
た
。
こ
の
た
め
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
は
、
こ
の
顛
末
を
町
長
に
報

告
し
た
。
そ
の
後
７
月
１
日
付
で

退
職
願
が
出
さ
れ
た
。
町
長
は
、

こ
の
件
を
東
北
町
職
員
懲
戒
分
限

審
査
委
員
会
に
諮
問
し
、
諮
問
を

受
け
た
当
該
委
員
会
は
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
の
出
席
を
求
め
、
７

月
１
日
と
７
月
６
日
の
２
回
審
査

委
員
会
を
開
催
し
た
。
審
査
し
た

結
果
、
委
員
会
で
は
、
本
人
は
流

用
を
認
め
て
返
済
は
し
て
い
る
も

の
の
、
公
金
の
着
服
と
し
て
、
７

月
６
日
、
次
の
と
お
り
町
長
に
答

申
し
た
。

�
	
�


�
�


�
�
�
�
�

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
職
員(

43
歳
・

男
性
・
総
括
主
幹)

に
つ
い
て

は
、｢

免
職｣

と
す
る
。
た
だ

し
、
着
服
し
た
分
を
返
済
し
て

い
る
こ
と
を
考
慮
し
刑
事
告
発

し
な
い
こ
と
と
す
る
。

・
所
属
長
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
に

つ
い
て
は
、｢

戒
告｣

と
す
る
。

・
町
長
に
つ
い
て
は
、
減
俸
10
分

の
１

(

３
ヶ
月)

地
盤
が
軟
弱
と
い
う
こ
と
で
鉄

骨
と
木
造
の
重
量
負
荷
等
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
鉄
骨
と
木
造
の

比
較
検
討
し
て
い
な
い
が
、
建
築

面
積
か
ら
準
耐
火
構
造
物
と
い
う

こ
と
、
ま
た
木
造
と
な
る
と
筋
交

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
出
来

れ
ば
壁
を
造
ら
ず
建
築
し
た
い
こ

と
か
ら
鉄
骨
で
建
築
す
る
計
画
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
支
持
杭
に
つ

い
て
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
杭

(

φ
３
０
０

×
12
ｍ
×
２
本)

22
箇
所
を
計
画

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
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=
B
C
D
E
�
�
�
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８
月
４
日

８
月
24
日

�
�

�

①
北
総
合
運
動
公
園
総
合
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

屋
根
及
び
壁
面
等
改
修
事
業
に
つ
い
て(

現
地
調
査)

①
陳
情
第
２
号

甲
地
中
央
公
園
の
ト
イ
レ
整
備
に

関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

②
請
願
第
２
号

高
齢
者
に
負
担
増
と
差
別
医
療
を

強
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て

③
９
月
議
会
提
出
案
件

(

補
正
予
算
・
単
行
議
案)

の
概
要
に
つ
い
て

④
そ
の
他

�
�
�
�
	



=
F
�
G
H
�
�
�

８
月
29
日

�
�

�

①
９
月
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要
に
つ
い
て

②
議
会
提
出
案
件
等

③
一
般
質
問
の
通
告
状
況
に
つ
い
て

④
請
願
、
陳
情
等
受
理
状
況
と
取
り
扱
い
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

�
�
�
�
	



=
I
�
J
F
�

７
月
13
日

８
月
11
日

�
�

�

①
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
充
当

事
業

(

案)

に
つ
い
て

②
平
成
21
年
度
㈱
お
が
わ
ら
湖
役
員
の
報
告
に
つ
い
て

③
㈱
お
が
わ
ら
湖

｢

道
の
駅｣

の
修
繕
に
つ
い
て

④
合
併
支
援
特
別
交
付
金

(

県
補
助
金)

充
当
事
業

(

案)

に
つ
い
て

⑤
町
長
室
他
事
務
室
の
移
動
に
つ
い
て

⑥
そ
の
他

①(

仮
称)

小
川
原
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
の
一
部
見
直
し

に
つ
い
て

②
そ
の
他

�
�
�
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会
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第
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②
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池
の
両
側
に
30
台
分
の
駐
車
場

を
拡
張
し
混
乱
時
の
解
消
が
で
き

る
の
か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、
年

間
を
通
じ
て
み
る
と
申
告
の
時
期

と
か
申
告
と
議
会
が
重
な
っ
た
と

き
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
て
困
っ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
そ
の
時
期

で
な
い
と
十
分
足
り
て
い
る
こ
と

か
ら
、
概
ね
30
台
程
度
あ
れ
ば
十

分
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
池
は
、

移
動
す
る
と
な
る
と
莫
大
な
工
事

費
が
予
想

さ
れ
る
こ

と
か
ら
、

景
観
を
考

え
、
憩
い

の
場
と
し

て
確
保
し

た
い
と
の

こ
と
で
し

た
。

今
急
い
で
買
い
換
え
る
必
要
が

あ
る
の
か
、
買
い
換
え
る
台
数
等

検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
の
質

疑
が
あ
り
、
こ
れ
は
２
０
１
１
年

７
月
か
ら
始
ま
る
地
上
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
て
、
経
済
危
機
対
策

交
付
金
を
充
当
し
て
実
施
す
る
事

業
で
あ
り
、
こ
の
機
会
を
逃
せ
ば

一
般
財
源
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
買
い
換
え
る
テ
レ
ビ
は
、
役

場
庁
舎
、
各
地
区
の
学
供
セ
ン
タ
ー
、

消
防
屯
所
等
、
各
学
校
な
ど
の
公

共
施
設
に
あ
る
も
の
で
、
各
担
当

課
で
調
査
の
上
、
１
４
４
台
の
買

い
替
え
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

こ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
職
員
の
仕
事
が
ど
の
く
ら
い
省

力
化
で
き
る
か
、
と
の
質
疑
が
あ

り
、
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
が
、

量
的
に
ど
の
く
ら
い
の
な
る
の
か
、

ま
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
今
後
ど
う

反
映
さ
せ
て
運
用
す
る
か
が
ま
だ

で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
の

段
階
で
は
っ
き
り
言
え
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

合
併
支
援
特
別
交
付
金
事
業
調

書
並
び
に
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
案
に
係

る
事
業
種
目
の
追
加
と
事
業
費
の

変
更
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
は
、
経
済
危
機
対
策
委

員
会
な
る
も
の
を
設
け
て
、
町
の

状
況
を
把
握
し
、
今
、
ど
う
い
う

事
業
に
て
こ
入
れ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
し
っ
か
り
検
討
し

た
上
で
予
算
化
す
べ
き
だ
、
と
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
町
側
か
ら

は
、
今
後
必
ず
や
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
、
緊
急
時
は
一
般

財
源
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
一
般
財
源
を
い
く
ら
か
で

も
確
保
し
て
お
き
た
い
。
そ
う
い

う
意
味
合
い
で
、
各
課
で
協
議
し
、

過
去
に
予
算
要
求
し
て
も
で
き
な

か
っ
た
も
の
を
順
次
必
要
性
に
応

じ
て
優
先
的
に
や
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
で
合
併
支
援
特
別
交
付

金
事
業
並
び
に
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
で

実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と

の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
東
北
町
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業

(
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
へ
の
対
応
・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
対
応)

に
つ
い
て
質
疑
が

交
わ
さ
れ
た
。

総
務
課
で
は
、
事
業
等
の
説
明

に
お
い
て
は
図
面
等
の
資
料
を
添

付
す
る
な
ど
し
て
、
も
っ
と
配
慮

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
意

見
が
述
べ
ら
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
経
済
危
機
対
策

事
業
に
関
連
し
、
町
民
感
情
と
し

て
私
た
ち
の
生
活
が
こ
ん
な
に
大

変
な
の
に
生
活
の
と
こ
ろ
に
配
分

で
き
な
い
の
か
と
い
う
声
を
多
く

聞
き
ま
す
。
公
共
施
設
の
必
要
な

修
繕
と
か
新
築
と
か
や
っ
て
は
い

け
な
い
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
が
、

町
の
施
策
と
合
わ
せ
て
や
っ
て
行

か
な
い
と
、
町
民
に
と
っ
て
は
い

ま
、
生
活
が
こ
ん
な
に
大
変
な
の

に
な
ぜ
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
金
を
使

う
の
か
と
い
う
思
い
が
募
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
。

生
産
振
興
総
合
対
策
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
町
側
か
ら
経
緯

の
説
明
あ
っ
た
が
、
よ
く
理
解
で

き
な
い
。
議
会
に
か
け
て
そ
の
可

否
を
決
め
る
の
に
、
そ
れ
だ
け
の

説
明
だ
と
判
断
で
き
な
い
。
事
業

の
中
身
や
経
緯
を
し
っ
か
り
説
明

し
て
も
ら
い
た
い
。
口
頭
だ
け
の

説
明
だ
と
聞
き
間
違
い
等
あ
る
の

で
、
後
日
で
も
よ
い
か
ら
、
そ
の

経
緯
を
詳
し
く
説
明
し
た
資
料
を

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
、
町
側
は
説
明
で
き

る
よ
う
に
指
示
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

ま
た
、
合
併
支
援
交
付
金
は
、

合
併
後
10
年
間
は
交
付
金
の
措
置

と
し
て
、
合
併
す
る
以
前
の
２
町

分
の
交
付
金
が
担
保
さ
れ
、
そ
の

後
10
年
過
ぎ
た
後
は
、
段
階
的
に

１
町
分
と
し
て
算
定
す
る
よ
う
に

減
ら
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
今
年
で
５
年
目
な
の
で
、

そ
の
先
の
見
通
し
を
持
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
以
前
、
合
併
当
初

何
年
後
ど
う
な
る
と
い
う
試
算
も

し
て
い
た
が
、
そ
う
い
う
も
の
を

示
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
財
政
計
画
は
、
５

年
分
を
見
通
し
た
財
政
運
営
計
画

と
い
う
も
の
を
毎
年
作
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
財
政
計
画
上
10
年
先
と

い
う
の
は
無
理
が
あ
る
。
た
だ
、

そ
の
前
段
と
な
る
も
の
と
し
て
総

合
振
興
計
画
が
あ
り
、
５
年
経
っ

た
ら
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
財
政
運

営
計
画
も
立
て
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
の
財
政
が
将
来
ど
う
な
る
の
か

今
ま
で
の
５
年
間
に
つ
て
も
検
証

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
５
年
後

の
計
画
も
必
要
で
あ
る
が
、
行
財

政
改
革
委
員
会
の
意
見
も
踏
ま
え
、

見
直
し
を
か
け
な
が
ら
具
体
的
展
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望
に
立
っ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
た
だ
、
時
間
的
な
余
裕
が

な
い
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
委

員
会
を
召
集
し
て
、
更
に
検
討
し

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
検
討
し

て
い
た
だ
い
て
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

が
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な

財
政
運
営
、
そ
れ
か
ら
今
後
の
施

設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
、
計

画
的
に
や
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

に
関
連
し
、
現
在
の
共
同
受
信
施

設
に
つ
い
て
、
防
衛
局
と
の
確
認

事
項
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
防

衛
省
で
は
18
年
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
を

更
新
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
か
な

り
の
経
費
を
か
け
て
整
備
し
て
き

て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
の
更
新

は
あ
く
ま
で
も
ア
ナ
ロ
グ
放
送
対

応
の
ケ
ー
ブ
ル
と
い
う
こ
と
で
、

２
０
１
１
年
の
７
月
24
日
放
送
開

始
ま
で
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
で
な
い
と
補
助

金
の
返
還
と
か
諸
々
の
こ
と
が
生

じ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
な
お
か
つ

防
衛
省
で
は
、
11
月
末
を
め
ど
に

障
害
調
査
を
し
て
い
る
が
、
障
害

調
査
に
よ
っ
て
町
に
障
害
が
な
い

と
す
れ
ば
、
防
衛
省
で
は
一
切
デ

ジ
タ
ル
対
応
の
事
業
補
助
金
は
出

さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

固
定
資
産
税
の
賦
課
誤
り
に
つ

い
て
委
員
か
ら
、
こ
う
い
う
不
始

末
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

何
年
か
前
に
も
国
鉄
用
地
の
問
題

も
あ
っ
た
。
必
ず
こ
う
い
う
不
始

末
が
２
、
３
年
に
一
回
出
て
く
る
。

町
民
に
対
し
て
も
非
常
に
申
し
訳

な
い
。
返
せ
ば
い
い
と
い
う
問
題

で
な
い
、
と
の
意
見
が
あ
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
本
当
に
残
念
な

こ
と
と
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
員
の
意

識
改
革
を
指
示
し
て
お
り
ま
す
し
、

こ
の
返
還
金
に
つ
い
て
は
、
67
名

の
町
民
の
皆
さ
ん
方
に
お
詫
び
し

な
が
ら
、
１
軒
１
軒
廻
っ
て
返
還

す
る
事
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

道
の
駅
の
修
繕
箇
所
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
修
繕
箇
所
は

建
物
の
後
ろ
側
で
、
給
排
水
関
係

修
繕
に
６
５
０
万
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
修
繕
に
４
０
０
万
の
修
繕

費
が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
い
ま
修
繕

し
て
も
何
年
か
後
に
沈
下
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
対
処
で
き
る
方
法
で
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
意
見
が
述
べ
ら

れ
た
。
ま
た
、
建
物
入
り
口

(

２

箇
所)

の
段
差
解
消
に
つ
い
て
は
、

修
繕
費
が
37
万
と
少
額
な
こ
と
か

ら
、
道
の
駅
の
方
で
修
繕
を
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
、
平
成
20
年
度
㈱
お
が
わ

ら
湖
事
業
及
び
決
算
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
り
、
平
成
20
年
度
で
は

税
引
前
当
期
純
利
益
が
３
２
０
万

５
１
０
９
円
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
、

受
託
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
役
場

か
ら
の
業
務
受
託
額
１
億
５
３
５

万
２
６
１
２
円
の
９
％
に
当
る
９

４
８
万
１
７
３
６
円
を
収
入
と
し

て
計
上
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

質
疑
で
は
、
役
場
の
委
託
業
務

に
つ
い
て
、
現
状
維
持
で
行
く
の

か
見
直
す
の
か
、
と
の
質
疑
が
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
、
い
ま
の
と
こ

ろ
は
業
務
量
か
ら
現
状
維
持
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
５
年
間
役

場
職
員
が
削
減
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
現
在
定
数
割
れ
を
起
こ

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
あ
る

程
度
職
員
が
増
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
出
向
の
ほ
う
は
あ
る
程
度
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
条
例
等
の
改
正
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
へ
ん
も
含

め
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
回
答
で
し
た
。

ま
た
、
賞
与
等
の
支
給
に
関
連

し
、
出
向
と
正
社
員
の
給
与
規
定

に
つ
い
て
の
質
疑
や
、
最
近
の
民

間
の
状
態
を
考
え
れ
ば
、
公
務
員

の
基
準
を
念
頭
に
賞
与
等
考
え
て

い
く
こ
と
事
態
抵
抗
を
感
じ
て
い

る
こ
と
、
道
の
駅
に
入
れ
ば
準
役

場
職
員
だ
と
い
う
感
覚
を
与
え
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
行
政
は
あ
る

程
度
レ
ー
ル
に
乗
せ
る
ま
で
は
手

助
け
す
る
の
は
い
い
け
れ
ど
、
あ

と
は
で
き
る
だ
け
そ
こ
の
人
た
ち

で
努
力
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

今
年
度
の
夏
季
賞
与
に
つ
い
て
は

率
を
下
げ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。年

次
計
画
を
立
て
計
画
的
に
修

繕
す
べ
き
だ
、
と
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
。
ま
た
修
繕
事
業
費
に
対

す
る
設
計
費
の
割
合
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
検

討
し
経
費
節
減
に
努
め
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

当
初
計
画
か
ら
変
更
に
な
り
、

ど
の
程
度
の
負
担
が
出
て
く
る
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
内
容
変
更

に
伴
う
負
担
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
可
動
式
の
プ
ー
ル
を
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
概
ね
６
千
５
百
万
ぐ

ら
い
増
に
な
る
。
た
だ
そ
れ
ら
に

つ
い
て
も
、
プ
ー
ル
の
見
直
等
に

よ
る
も
の
、
そ
れ
か
ら
露
天
風
呂

等
が
計
画
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
、

風
呂
が
１
階
に
下
が
る
こ
と
に
よ

り
、
基
本
的
に
今
予
定
し
て
い
る

事
業
費
の
中
で
収
め
る
考
え
か
ら

新
た
な
負
担
は
想
定
し
て
い
な
い
。
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た
だ
変
更
に
伴
う
再
設
計
費
に
つ

い
て
は
７
、
８
百
万
を
想
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
維
持
管
理
費
と
既
存
の

プ
ー
ル
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
、

質
疑
が
あ
り
、
こ
の
施
設
は
公
共

施
設
の
一
部
と
考
え
て
い
る
。
営

業
的
な
考
え
方
で
あ
れ
ば
収
支
は

大
事
だ
し
、
一
つ
の
公
共
施
設
と

し
て
将
来
を
考
え
た
と
き
に
、
経

費
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
と

い
う
問
題
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。

基
本
的
に
無
料
と
い
う
こ
と
で
な

い
の
で
、
北
運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
、
あ
る
い

は
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
々
の
使
用
料

の
範
囲
内
の
中
で
、
収
入
が
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
問
題
は
、
お
お
い
に
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
宝
の
持
ち
腐
れ
で
あ

る
。
全
国
の
中
で
こ
う
い
う
施
設

に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て

ど
こ
も
黒
字
の
と
こ
ろ
は
無
く
、

全
部
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
生
む
よ
う
に
、
経
費
は
十

分
検
討
し
て
最
小
限
で
運
営
し
た

い
。収

支
に
つ
い
て
は
、
11
日
の
全

員
協
議
会
に
概
算
で
も
提
出
し
た

い
。
そ
れ
か
ら
、
既
存
の
プ
ー
ル

は
今
後
に
つ
い
て
は
、
直
す
に
は

大
変
な
費
用
が
か
か
る
の
で
、
今

後
と
も
皆
さ
ん
と
協
議
し
て
検
討

し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
他
の
事
項
で
は
、
合
併
支

援
特
別
交
付
金
事
業
調
書
並
び
に

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
事
業
案
に
係
る
事
業
種

目
の
追
加
と
事
業
費
の
変
更
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
質
疑
等
で
は
、

合
併
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
事
業
な
ど
に
載
せ
て
裏

負
担
で
や
れ
ば
１
億
の
金
で
２
億

な
り
３
億
の
事
業
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
町
の
お
金
は
な
る
だ
け

使
わ
な
い
で
や
る
の
が
財
政
課
長

の
手
腕
だ
と
思
う
と
の
意
見
は
述

べ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
別
な

財
源
を
充
当
で
き
る
か
検
討
し
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
地

域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
案
で
は
、
東
北
町
地

域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

(
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
へ
の
対
応
・
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応)

に
つ

い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

最
後
に
、
各
農
業
団
体
に
配
慮

し
た
幅
広
い
農
業
対
策
を
行
な
う

べ
き
だ
。
そ
れ
か
ら
畜
産
、
特
に

飼
料
の
高
騰
に
よ
る
畜
産
危
機
は

避
け
て
通
れ
な
い
。
そ
う
い
う
こ

と
で
国
県
で
も
飼
料
米
の
普
及
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
東
北
町
で

は
さ
っ
ぱ
り
増
え
な
い
。
職
員
一

丸
と
な
っ
て
農
業
対
策
に
力
を
傾

注
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望

意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

十
和
田
虫
神
線
及
び
虫
神
小
川

原
線
の
道
路
整
備
の
予
算
の
取
り

方
等
に
つ
い
て
の
疑
問
が
述
べ
ら

れ
、
緊
急
性
・
利
用
性
を
考
え
て

整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
、
全

体
的
な
計
画
の
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
国
交
省
の
事
業
計
画
の
中

で
遅
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
き
な
い
も
の
等
の
資
料
を
作
成

し
、
12
月
議
会
前
の
委
員
会
で
現

地
調
査
と
あ
わ
せ
進
め
て
い
き
た

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

合
併
後
に
た
て
た
10
ヵ
年
計
画
の

後
半
に
お
け
る
見
直
し
等
に
つ
い

て
、
委
員
会
な
り
議
会
に
考
え
方

を
示
し
な
が
ら
お
互
い
に
理
解
し

な
が
ら
進
む
べ
き
で
な
い
か
と
い

う
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
町
側
か
ら
、
甲
地
た
め
池

に
つ
い
て
、
最
初
は
農
業
用
と
し

て
、
そ
の
後
防
火
施
設
と
し
て
使

用
し
て
い
る
が
、
災
害
の
た
び
に

復
旧
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
ば
ら
な

い
状
況
で
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
針
で
進
め
て
い
く
べ
き
か
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
提
案
が

な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
、
住
民

の
意
見
を
聞
い
た
上
で
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
防
火
で
使
う
と
し
た
ら

財
務
省
に
返
し
て
防
火
水
槽
を
作
っ

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

生
産
振
興
総
合
対
策
事
業
で
と

う
ほ
く
天
間
農
協
が
実
施
主
体
で

行
う
農
産
物
加
工
処
理
施
設
の
件

に
つ
い
て
、
複
雑
な
経
緯
が
あ
り

農
協
自
体
が
き
ち
ん
と
し
た
姿
勢

を
と
ら
な
か
っ
た
た
め
に
行
政
が

振
り
回
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で

は
七
戸
町
の
天
間
地
区
に
建
設
す

る
方
向
で
話
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
七
戸
町
の
姿
勢
が
ま
だ
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
の
で
今
回
と
り

あ
え
ず
東
北
町
で
予
算
を
と
り
、

七
戸
町
に
決
ま
れ
ば
減
額
す
る
旨

の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
飼
料
米
等
の
転
作
田
に

対
す
る
町
の
取
り
組
み
方
に
つ
い

て
委
員
か
ら
、
東
北
町
の
多
く
の

休
耕
田
を
た
だ
さ
ら
し
て
お
く
の

は
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
飼
料
米

に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

上
北
職
業
能
力
開
発
校
へ
の
町

か
ら
の
補
助
金
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
質
疑
が
な
さ
れ
、
現

在
休
校
中
な
の
で
不
要
額
と
し
て

減
額
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
旨
の

回
答
が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、

休
校
中
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
残

念
な
こ
と
だ
。
将
来
、
大
工
と
か

左
官
、
こ
う
い
う
職
業
は
大
事
だ

と
思
う
。
再
開
で
き
る
状
況
に
な
っ

た
ら
町
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い

旨
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
道
の
駅
の
改
修
工
事
費

の
件
で
、
大
規
模
な
も
の
は
別
と

し
て
何
十
万
単
位
の
部
分
は
で
き

る
だ
け
道
の
駅
で
負
担
す
べ
き
と

の
意
見
が
だ
さ
れ
、
町
側
か
ら
は
、

今
は
ま
だ
町
と
し
て
あ
る
程
度
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
は

あ
る
が
、
株
式
会
社
な
の
だ
か
ら

将
来
的
に
は
独
立
採
算
制
の
形
に

も
っ
て
い
き
た
い
考
え
は
あ
る
旨

の
回
答
が
な
さ
れ
た
。

水
道
課
関
係
で
は
、
繰
越
金
の

額
が
多
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
、

数
字
の
出
し
方
が
雑
な
の
で
は
と

の
質
疑
が
な
さ
れ
、
町
側
か
ら
は

額
が
確
定
し
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
少
な
い
額
で
み
る
べ
き
だ
っ

た
と
反
省
し
て
い
る
旨
の
回
答
が

あ
っ
た
。

花
切
川
の
河
川
改
修
の
件
で
質

疑
が
な
さ
れ
、
町
側
か
ら
は
、
川

の
周
り
は
財
務
省
の
土
地
だ
が
、

河
川
自
体
は
町
の
管
理
だ
と
い
う
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こ
と
で
、
な
ん
と
か
県
か
ら
も
予

算
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
お
願

い
も
し
た
が
、
一
番
い
い
方
法
と

し
て
は
無
償
で
土
地
を
払
い
下
げ

て
改
修
し
た
方
が
い
い
と
い
う
指

導
を
受
け
た
旨
回
答
が
な
さ
れ
た
。

北
総
合
運
動
公
園
総
合
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修
工
事
に

つ
い
て

町
側
の
説
明
で
は
、
こ
の
建
物

は
平
成
９
年
か
ら
供
用
さ
れ
て
、

平
成
17
年
に
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に

雨
漏
れ
が
あ
り
応
急
補
修
し
た
が
、

そ
の
際
屋
根
全
体
の
腐
食
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
腐
食
が

進
行
し
雨
漏
り
等
が
ひ
ど
く
な
る

な
ど
の
指
摘
を
受
け
、
平
成
１
８

年
度
か
ら
予
算
要
求
し
て
き
た
が
、

財
政
が
切
迫
し
て
い
る
折
多
額
な

一
般
財
源
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

補
修
す
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ

て
い
た
。
こ
の
た
び
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業

に
よ
り
改
修
工
事
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
と
の
経
緯
経
過
が
説
明
さ

れ
た
。
工
事
内
容
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
屋
根(

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
事
務
室)

を

新
た
な
屋
根
材
で
覆
う
カ
バ
ー
工

法
と
し
、
予
算
額
は
７
４
、１
７

１
千
円
と
の
こ
と
で
し
た
。

敬
老
会
に
つ
い
て
は
９
月
１
６

日
、
場
所
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
融

和
を
図
る
意
味
合
い
も
含
め
、
一

本
化
し
て
開
催
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

国
保
税
の
資
産
割
り
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
固
定
資
産
税
の
算
定

ミ
ス
が
あ
り
国
保
税
を
誤
賦
課
し

た
。
こ
れ
は
平
成
11
年
中
に
新
築

さ
れ
た
家
屋
等
の
建
築
当
初
の
再

建
築
費
価
格
、
要
す
る
に
課
税
の

基
礎
と
な
る
価
格
が
入
力
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
家
屋
の
経
年

減
点
補
正
率
、
要
す
る
に
家
屋
の

償
却
率
の
原
価
が
平
成
15
年
度
か

ら
適
正
に
お
こ
な
わ
れ
な
い
ま
ま

課
税

(

約
延
べ
世
帯
数
で
１
５
８

世
帯
、
還
付
金
１
、４
３
１
千
円)

さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
な
お
地
方
税
法
で
は
、
還
付

は
５
年
間
し
か
さ
か
の
ぼ
っ
て
還

付
で
き
な
い
そ
う
で
、
こ
の
時
効

成
立
分
に
つ
い
て
も
還
付
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
今
、
要
綱
等
策

定
し
、
還
付
の
方
向
で
作
業
を
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

平
成
20
年
度
実
施
の
小
学
校
耐

震
診
断
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
小
川
原
小
学
校
の
校
舎
・
屋

内
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
値

(

構
造
耐
震
指
標)
０.
８
０
か
ら

０.
８
１
で
、
危
険
性
が
低
く
問

題
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
蛯

沢
小
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｓ
値
０.
３
３
か
ら
０.
４
４
で
、

補
強
或
い
は
改
築
の
必
要
が
あ
る

と
い
う
判
定
結
果
が
出
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
こ

の
Ｉ
ｓ
値
と
は
、
０.
３
未
満
で

倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が

高
い
、
０.
３
以
上
０.
６
未
満
で

倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が

あ
る
、
０.
６
以
上
で
倒
壊
ま
た

は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
低
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
教
育
委
員

会
は
、
毎
年
、
そ
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況

に
つ
い
て
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作

成
し
、
こ
れ
を
議
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ

の
た
び
報
告
書
が
ま
と
ま
り

｢

平

成
20
年
度
東
北
町
教
育
委
員
会
の

教
育
事
務
の
点
検
及
び
評
価
に
関

す
る
報
告
書｣

と
し
て
８
月
21
日

付
け
で
議
会
議
長
に
提
出
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
表

に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

高
校
駅
伝
開
催
に
対
す
る
町
と

し
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、
県
に
対
し
て
東
北
町
で

の
開
催
に
つ
い
て
は
今
年
度
で
継

続
す
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
旨

回
答
済
み
で
あ
っ
た
が
、
７
月
下

旬
に
高
体
連
の
方
々
が
町
を
訪
れ
、

現
在
に
お
い
て
も
来
年
度
の
開
催

場
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、
何
と

か
来
年
度
も
東
北
町
で
開
催
で
き

な
い
か
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
。

し
か
し
人
的
な
問
題
及
び
車
の
使

用
問
題
、
そ
れ
に
加
え
て
こ
の
大

会
に
対
す
る
補
助
の
低
さ
等
を
考

え
た
と
き
に
、
あ
ま
り
に
も
町
の

負
担
や
労
力
も
多
す
ぎ
る
し
、
も

し
開
催
す
る
に
し
て
も
、
宿
泊
等

含
め
て
町
の
活
性
化
に
協
力
す
る

と
か
、
そ
の
へ
ん
も
十
分
踏
ま
え
、

高
体
連
側
で
も
再
度
努
力
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
到
底
お
引
き
受

け
で
き
な
い
旨
強
く
申
し
述
べ
た

が
、
こ
の
今
年
度
の
大
会
が
10
月

17
日
に
開
催
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ

ま
で
に
何
と
か
町
の
意
見
が
欲
し

い
と
い
う
こ
と
で
、
委
員
の
皆
様

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
委
員
か
ら
は
、

県
大
会
な
の
だ
か
ら
県
の
方
で
も

予
算
的
に
、
ま
た
人
的
に
、
も
う

少
し
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

����������	 
 � � 
 � � � � ��������

�
�
�
�
��
�
	


�

�


�
�
�
�
�
�

委
員
長

�
�
�
�
�
�

�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
 
!

"
#
$
%
&

'
�
$
%
&

(
�
$
%
&

�
)
*
+
,
-
$
%
&



����������	
 � � 
 � � � ����� ����

今
月
は
議
会
だ
よ
り
第
十
八
号

を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
は
九
月
定
例
会
の
審
議
内

容
を
編
集
し
ま
し
た
が
内
容
の
一

部
分
を
要
約
し
て
お
り
ま
す
こ
と

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
会
で
は
町
民
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
を
心
が

け
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要

望
等
あ
り
ま
し
た
ら
匿
名
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
投
稿
を
お
願
い

し
ま
す
。

議

長

楢

舘

長

吉

委
員
長

笹

倉

健

副
委
員
長

蛯

澤

正

雄

委

員

佐
々
木

ス
ミ
ヨ

委

員

沼
田

徳
右
衛
門

委

員

森

川

盛

人

委

員

岡

山

粕

男
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